
明
と
清
の
滅
亡
・
興
隆
、
交
替
期
、
異
民
族
間
の
混
血
も
さ
か
ん

で
、
歯
の
奇
形
も
多
発
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
大
阪
市
）
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本
経
は
、
い
わ
ゆ
る
密
教
の
経
典
で
あ
っ
て
、
現
在
の
最
も
代
表

的
な
大
蔵
経
で
あ
る
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
全
百
巻
）
の
中
の
「
印
度
撰

述
部
の
中
の
密
教
部
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
本
は
、
清
の
雍
正
十
三
年
（
西
暦
一
七
三
五
年
）
に
勅
を
以

っ
て
製
作
さ
れ
た
「
清
版
大
蔵
経
」
（
別
名
「
竜
蔵
」
）
の
一
本
で
あ
る

ら
し
く
、
そ
の
「
経
」
部
に
属
し
、
「
臨
」
の
部
四
十
経
同
函
の
中

の
第
二
冊
目
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
（
実
物
を
展
示
予
定
）
。

こ
の
清
版
大
蔵
経
は
、
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
ひ
と
り
京
都
の
竜

谷
大
学
に
の
み
雲
蔵
さ
れ
て
い
る
珍
籍
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
当
本

は
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
、
青
森
県
弘
前
市
の
某
寺
か
ら
、
同
市
内

の
花
田
骨
董
店
に
渡
っ
た
中
の
一
冊
で
あ
る
。

訳
者
、
法
賢
は
、
北
天
竺
、
カ
シ
ミ
ー
ル
出
身
の
梵
僧
で
、
宗
の

嚥
蒋
學
説
救
療
小
児
疾
病
経
の
紹
介

大
高
興
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太
平
興
国
五
年
（
西
暦
九
八
○
年
）
に
来
華
し
、
皇
帝
太
宗
に
謁
し
、

訳
経
院
で
生
涯
、
密
教
関
係
の
経
典
の
翻
訳
に
従
事
し
て
い
る
。
真

宗
の
威
平
三
年
（
西
暦
一
○
○
○
年
）
寂
。
生
前
、
紫
衣
を
賜
り
、
明

教
大
師
そ
の
他
の
号
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
経
の
日
本
語
訳
は
未
だ
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
こ
れ
に

つ
い
て
の
研
究
論
文
の
類
も
無
い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
経
の
要
旨

曜
鱸
聿
鬼
王
が
、
世
間
の
小
児
が
生
ま
れ
て
か
ら
十
二
歳
に
至
る

ま
で
の
間
に
、
種
食
の
疾
病
に
罹
る
の
を
哀
れ
ん
で
、
そ
の
疾
病
を

癒
す
方
法
を
説
い
て
い
る
も
の
で
、
「
小
児
に
種
々
の
疾
病
が
起
る

の
は
、
十
二
曜
母
鬼
と
い
う
者
が
世
間
を
遊
行
し
、
昼
夜
分
に
於
い

て
常
に
そ
の
機
会
を
う
か
が
い
、
小
児
の
睡
眠
時
や
行
往
坐
臥
に
於

い
て
、
種
々
の
相
を
現
わ
し
て
、
小
児
を
驚
か
せ
、
常
態
を
失
わ
し

め
、
か
く
し
て
疾
病
を
起
す
の
で
あ
り
、
小
児
の
発
病
の
時
日
に
よ

っ
て
十
二
曜
母
鬼
の
中
の
ど
の
鬼
が
病
に
罹
ら
せ
る
の
か
が
わ
か

ヲ
ｏ
Ｏ

そ
の
鬼
に
応
じ
て
、
相
応
の
呪
法
を
行
ず
れ
ば
、
鬼
は
退
散
し
て

小
児
の
疾
病
は
こ
と
ご
と
く
治
ゆ
す
る
。
」
と
説
い
て
い
る
。

考
察

一
、
本
経
は
、
科
学
つ
ま
り
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
の
医
術
で
は
な
く

て
、
真
言
密
教
の
呪
法
の
立
場
か
ら
説
い
て
い
る
経
典
で
あ
る
。

二
、
一
般
に
ど
の
経
典
で
も
、
そ
れ
を
説
く
説
法
王
（
仏
陀
な
ど
）
と

聴
衆
（
弟
子
や
信
者
）
と
の
間
で
、
話
し
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
、
最

後
に
聴
衆
が
歓
喜
し
て
退
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
対
し
、
本
経
で

は
、
説
法
王
が
、
歓
喜
し
て
退
く
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
甚

だ
妙
な
感
じ
が
す
る
。
恐
ら
く
誤
訳
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
、
本
経
の
原
文
は
恐
ら
く
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
、
あ
る
い
は

そ
の
形
の
崩
れ
た
古
代
イ
ン
ド
語
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
古
代
に
お
い
て
中
国
語
（
支
那
語
）
に

翻
訳
す
る
場
合
、
ま
た
は
音
写
す
る
場
合
、
時
代
や
学
派
や
訳
者
等

の
別
に
よ
っ
て
、
翻
訳
や
音
写
の
上
で
の
一
定
の
法
則
が
無
か
っ
た

の
で
、
本
経
の
よ
う
に
あ
て
字
で
書
か
れ
て
い
る
ダ
ラ
ニ
を
原
語
に

復
元
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
、
本
経
は
果
た
し
て
仏
教
の
経
典
な
の
か
、
そ
れ
と
も
民
俗
信
仰

の
呪
法
の
害
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
仏
教
思

想
を
説
く
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
経
典
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
一
‐
仏
経
」
の
名
を
冠
せ
ら
れ
て
、
翻
訳
さ
れ
、

「
仏
経
」
群
の
中
に
混
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
し
ば
し
ば
存
在
す
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る
事
実
か
ら
も
肯
定
し
得
る
と
思
う
。

（
国
立
療
養
所
松
丘
保
養
園
）

長
崎
大
学
図
書
館
医
学
部
分
館
蔵
の
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
（
宝
永
三

年
一
七
○
六
）
は
、
来
日
し
た
蘭
医
司
筥
の
日
国
民
日
目
か
ら
一
六

四
九
年
刊
胃
匡
層
閏
版
の
パ
レ
外
科
全
集
己
⑦
。
匿
叶
員
唱
の
の
ａ
の

ｏ
Ｒ
３
ぐ
画
口
農
①
片
言
且
肉
①
ロ
ぐ
“
ロ
冒
壗
．
吟
目
胃
。
回
巨
の
思
忌
を

譲
ら
れ
た
楢
林
鎮
山
が
、
そ
れ
を
原
典
と
し
て
編
訳
し
、
中
国
の

『
外
科
正
宗
』
に
な
ら
い
成
稿
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
極
似
し
た
著

作
と
し
て
、
西
玄
哲
の
『
金
瘡
畉
撲
療
治
之
害
』
享
保
二
○
年
一
七

三
五
（
京
大
蔵
）
、
『
和
蘭
外
科
宗
伝
』
正
徳
四
年
一
七
一
四
（
国
会
図

書
館
蔵
）
、
『
南
蛮
外
科
手
術
図
巻
』
寛
政
二
年
一
七
九
○
（
神
戸
市
立

南
蛮
美
術
館
蔵
）
、
『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
年
代
不
詳
・
旧
嵐
山
家
本
（
杏

雨
書
屋
蔵
）
、
『
金
瘡
跣
撲
療
治
之
図
』
年
代
不
詳
（
伊
良
子
光
孝
氏

47

『
紅
夷
外
科
宗
伝
』
図
版
成
立
へ
の
ス
ク

ル
テ
タ
ス
命
。
号
の
目
の
）
の
外
科
書
法
門
目
寧

日
①
貝
閏
旨
日
旦
旨
昌
哩
２
日
の
影
響

甫
東
宏

て
、
イ
６
ｒ
Ｉ
』
ん
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